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図１．西南日本外帯の地質構造と試料採取地点．Hasebe 
and Tagami（2001）を改変． 
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はじめに 
四万十帯は西南日本に広く分布する過去の付加

体である．西南日本外帯は北から三波川帯，秩父
帯，四万十帯に大きく分けられ，さらに四万十帯
は白亜系の北帯，第三系の南帯に分類される．大
陸縁辺部における付加体の成長は，地球表層部で
の物質循環や大陸地殻の水平・垂直方向への成長
の観点から重要な研究対象となっている．中でも
フィッション・トラック（以下 FT）法は，その年
代値から温度情報を記録するツールとして用いら
れてきた．しかしながら，より詳細な温度履歴を
記録していることが期待される FT 長は，四万十帯
ではアパタイトのトラック密度の低さから難しく，
行われてこなかった．そこで荒田・長谷部（2007）
では追加エッチングによるトラック長測定を提案

し，四国四万十帯に適用した．本研究ではその継
続として，新たに九州地域のアパタイト FT 長を測
定し，Hasebe et al.（1993, 1997）の FT 年代デ
ータと併せてその温度履歴の考察を行った． 
 
試料と手順 
試料採取地点を図１に示す．四国・九州からそ

れぞれ６試料を採取し，SH01 は秩父帯南端部，
SH02 と SHQ07，06，03，02 は四万十帯北帯，
その他は四万十帯南帯から採取した．試料はいず
れも砂岩であり，アパタイト FT年代は四国・九州
両地域について約 10 Ma である（Hasebe et al., 
1993, 1997）．また，実験条件は荒田・長谷部
（2007）に従った． 
トラック長とトラック角度，アニーリングカイ

ネティクスとしての指標として Dpar を測定した
後，ソフトウェア HeFTy（Ketcham, 2007）を用
いて熱履歴のモデリングを行った． 
 
結果 
四国の試料SHについて図２に，九州の試料SHQ

について図３にトラック長分布を示す． 
四国地域について，SH21 は 10 Ma に約 90℃，

SHMIC05 は 5 Ma に約 110℃，他の試料では 4-2 
Ma に約 90℃の最高被熱後，急激な冷却を示した
（図４a）． 
九州地域について，SHQ03 と 22 は測定トラッ
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ク数があまりに少ないため，また SHQ06 と 21 は
その年代値が現在準備中であるため，ここでは議

論を行わない．SHQ07 は 4 Maに約 90℃の最高被
熱後，急激な冷却を示し，SHQ02 は約 70 Ma に

 
図２．四国の試料についての(a)測定トラック長分布と，(b)ｃ軸投影トラック長分布．ｃ軸投影長は HeFTy によって自動
計算される． 
 

 
図３．九州の試料についての(a)測定トラック長分布と，(b)ｃ軸投影トラック長分布 
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ジルコン PAZ まで被熱後，2 Ma に約 80℃からの
急激な冷却を示した（図４b）．SHQ02 は ZFT 年
代が堆積年代に非常に近いために，ジルコンの
PAZ までの加熱を考えないモデリングも行った．
その結果は図４bにおいて破線で表される． 
これらから，Hasebe et al.（1993, 1997）では

年代値から約 10 Ma に 100℃を経験したと考えた
が，本研究によるトラック長の分析から，冷却の
年代がより新しいと考えられる．また，堆積年代
の新古，四国と九州の地域的違いに関わらず，急
激な冷却がほぼ同時期の鮮新世，約 5-2 Ma に起こ
ったことが示唆される．このときの被熱温度は四
国で約 90℃，九州で約 80℃であり，現在までの冷
却速度は約 9.0-45℃/Myr.である． 
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図４．c 軸投影モデルによる熱履歴モデリングの結果を重ねたもの．直線で表される時間－温度パスが最適モデルで
ある．それぞれ(a)四国の試料について．(b)九州の試料について． 


